
第２部　第３章　日本の諸地域　九州地方

教科書p.168〜181
問１　資料を見て，各問いに答えなさい。
[会話文]
	先生：［資料１］・［写真１］は何という作物を示していますか？
生徒：はい，　Ａ　だと思います。
先生：正解です。では，どのような条件の場所でこの作物の栽培がさかんなのでしょうか？
生徒：土地の水はけの条件が関係するのはわかるのですが，気温や降水量も関係するのですか？
先生：そのとおり。［資料２］は鹿児島市と静岡市の雨温図です。この雨温図の共通点などから　Ａ　のａ作物の栽培条件がわかるはずです。
先生：ほかに［資料１］から気がつくことはありませんか？
生徒：九州地方の中でも鹿児島県のしめる割合が大きいけれど，何か理由があるのですか？
先生：九州地方では，鹿児島県を中心に古い火山の噴出物の　Ｂ　が［資料３］のように広く分布しています。それが［写真２］です。この土の特徴がわかりますか？
生徒：土質がさらさらしている！
先生：そうです。つまり，この土地は　　　　　　Ｃ　　　　　　という特徴があります。
生徒：なぜ［資料１］の作物が栽培されるのですか？
先生：実は，第二次世界大戦後に食料の増産や，より収益の多い作物の生産をめざし，この土地の開発が進められました。鹿児島県の　Ｄ　では，ダムや農業用水を整備することによって，さつまいもに加え［資料１］の作物の栽培や畜産も行われるようになりました。
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(1) ［会話文］の　Ａ　にあてはまる作物を次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知
ア．みかん　　イ．米　　ウ．じゃがいも　　エ．茶
(2) ［会話文］のａ作物の栽培条件として正しいものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさ
い。資
ア．水はけが悪く，年間を通して温暖で霜の害と降水量が少ない。
イ．水はけが良く，年間を通して温暖で霜の害が少なく，降水量が多い。
ウ．水はけが良く，年間を通して冷涼で霜の害が多く，降水量が少ない。
エ．水はけが悪く，年間を通して冷涼で霜の害と降水量が多い。
(3) ［会話文］［資料３］の　Ｂ　にあてはまる語句をカタカナで答えなさい。知
(4) ［会話文］の　　　Ｃ　　　にあてはまる言葉を水分，稲作という二つの語句を使って答えなさい。思
(5) ［会話文］［資料３］の　Ｄ　にあてはまる語句を次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知
ア．武蔵野　　　イ．牧ノ原　　　ウ．笠野原　　　エ．根釧台地
(6) ［資料４］は「日本の肉用牛・ぶた・にわとり（ブロイラー）の生産量」を示したものである。鹿児島県を示しているものを次のア～ウから一つ選び，記号で答えなさい。知
［資料４］肉用牛・ぶた・にわとり（ブロイラー）の都道府県別生産量
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